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別 刷　市民カレンダー
11月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：クール・チョイス
小さな行動が未来につながる

安田要害山の登山道整備

食育レシピ /加納美術館だより

たうんとぴっくす

フォト：戦国尼子フェスティバル

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

平和を願う 2000 のあんどん
　「平和の集い」には、市内外から2,000
個の行

あんどん

灯が寄せられました。雨天のため
屋内開催となりましたが、会場となっ
た旧布部中学校体育館のコート一面に
2,000人分の願いが並べられました。（10
ページに関連記事あり）

撮影日／9月29日　場所／広瀬町布部

▲会場は全国からの山城ファンで満員になりま
した。（9月 24 日：総合文化ホールアルテピア）

　先月開催した全国山城サミット安来大会は、延べ
1,400人の皆さんに参加いただき、成功裏に終えるこ
とができました。約半数は県外からの参加であり、全
国的な山城への関心の高さが伺えます。
　サミットでは、（公財）日本城郭協会理事長の小和
田哲男先生に基調講演をしていただきました。同氏は、
歴史番組などに多数出演し、NHK大河ドラマの監修
を担当されるなど戦国時代史研究の第一人者です。
　小和田先生は、「11カ国を治めた戦国大名は尼子氏
以外には見当たらない。その拠点である月山富田城は
要害であるため、吉川・堀尾氏と城主が変わっても、
前の領主の痕跡を消さずに手を加えている。国宝級と
言える珍しい城郭である」とその価値を大きく評価し
ています。
　また、現在進めている富田城跡整備事業に対しては、
「全国の山城整備のモデルケースになる」と指摘され
ました。今回、整備方針に太鼓判を押していただいた
ことはうれしくもあり、また、責任の重さを実感しま
す。
　同城跡の整備中にサミットを開催できたことは、保
存・活用の観点から大きな意義がありました。整備の
様子を全国の皆さんに見てもらい、将来、進められる
全国の山城整備の模範となるべく、引き続き事業を進
め、また、活用に取り組んでいきます。
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